20130428　1部礼拝
終末的人生を（ルカ21:5-38）
　サタンは教会がどれほど大切なのかがよく分かっているので、教会の主役であるクリスチャンの私たちよりサタンの方がもっと詳細に分かっていると思います。それで教会を揺るがそうとしています。どうにかして教会を破壊しようといつも策略をもって計っている者です。その手段、方法の一つがなにかと言うと、今までの歴史を見ると、終末論を取り上げて教会を混乱させ、またクリスチャンの方々を揺るがせてしまうことがたくさんありました。それで主にどのように終末論を取り上げて教会、クリスチャンを混乱させるかというと終末の意識を持たないように、終末の感覚がまったくないようにして現実ばかり追求するようにしてしまいます。それがひとつのパターンです。そして、もうひとつは終末にあまりにもこだわりすぎて間違った感覚を持って現実逃避して、現実に負けてしまうように惑わす場合があります。どちらにしても間違いだし、それによってクリスチャンは失敗してしまうようになります。そのような終末の感覚を持っていれば、人生が必ず失敗に終わってしまうということをまず覚えていただきたいと思います。前にも申し上げましたように、終末というのは最後のときという意味ではありません。終末はイエス・キリストがこの世に来られたその時点からスタートしたものです。つまり、終末というのはイエス・キリストを一区切りにして時代がまったく別の時代、次元の違う時代にがらりと変わったという意味です。終末というのはなにかの点という感覚ではなくて時代です。ですから、イエス・キリストが来られることによって今までイエス・キリストが来られるためにあった時代に終止符を打って、イエスとともに新しい時代が始まりました。それが終末です。最近、保険会社か何かのコマーシャルを見ますと、雨に濡れて事故で車が止まっていてどうしようもないときに保険会社の力によって画面ががらりと変わります。晴れた日に変わります。そんな感じです。終末といっても終わりという感覚ではありません。一つの時代が終わりを迎えたのだね。それで新しい時代がスタートしたのだね。それを終末と言います。ぜひ覚えていただきたいと思います。なぜかと言うと正しい終末の理解とそれに合わせて人生を生きていかないと知恵ある成功ある人生は期待できません。イエス様が来られることによってすでに始まり、イエス様が再臨なさることによってその終わりを見るようになるというのが終末という意味です。誤解しないようにしましょう。世の中で終末と言いながら騒いでいるそこには聖書が教えている正しい終末の理解はまったくありません。それでそのような事に惑わされないようにと聖書も勧めています。
　そして、今日の聖書が私たちに明確に教えているのは、その最後の日、つまり、終末がすでに始まってイエス様が再臨なさることによって、その終末の時代の幕を閉じ、終わりを見るようになりますが、その最後の日は信徒にとってあがないの日であると言われています。つまり、その最後の日はクリスチャンにとっては希望の日であるということです。これがクリスチャンの正しい終末の理解です。正しい終末観というのは今の時代を生きるためのふさわしい知恵を与えるものになります。終末そのものが時代を指して言っているものですから、ぜひ皆さん今私たちが終末の時代を生きる者であると正しい意識をもって終末が何なのか、なにをどうすればよいのか、なにが終末を生きるための賢い知恵なのかということを教えられたいと思います。それで今日は長い箇所ですがユダヤ人がエルサレムの神殿を見てとても感心していたときにそれは粉々になる日が来るとそれが終わりだと自分なりに思ってイエス様に質問しました。いつその日が来るのでしょうか。その前にどのような前兆というものがあるのかと。そのときにイエス様がずっとお話をされました。彼らが終末の感覚で質問をしてきたのでイエス様も終末のことを正しく教えられたということです。そこでクリスチャンの私たちが終末を生きるのにまず必要なのが何なのかということをいくつかイエス様のお言葉の中で取り上げて考えたいと思います。まずは８節を見るとこのようにおっしゃっています。惑わされないように気をつけなさいと。だから、終末を生きる第１の姿勢、知恵がなにかと言うと終末の時代は間違っている終末論が飛び交うようになるのでそれに惑わされないように気を付けるということがまずは終末を生きる知恵です。たくさんあります。特にイエス様のお話を見ると、また今までの歴史の中の例をふり返って考えてみても間違っている終末論、クリスチャンを混乱させ惑わせる終末論がなにかと言うと最後の日、その日にちをものすごく強調します。そういうことは皆でたらめなので惑わされないようにしてください。もしそれに惑わされるとクリスチャンとして正しい終末を勝利者として生きることに支障が起きるのでしっかり気をつけなさいということです。何年何月何日に最後の日が来るということは全部でたらめなのだと聖書ははっきりと教えています。でも、終末の時代はそのようなことがたくさん飛び交うようになるので、特にそこで「私はイエスだ。私が救い主だ。私が神だ」と人間が現れてスーパーマンみたいにものすごいカリスマをもってそういうことを言う人が現れたときには絶対にそれは嘘なので惑わされないようにしましょう。イエス様はこの聖書にも書いてあるように全世界の人が見るように現れる方であって、どこかで人間が「私が再臨のイエスだ」ということはとんでもないでっちあげであるしでたらめです。そんなことはこの時代が終わるときまで絶対にあり得ません。だから、惑わされないようにしましょう。まずそれに惑わされてしまうともうふらふらしてクリスチャンとしての真の祝福の使命など全部壊れていくようになります。クリスチャンはそういうものではありません。そういった時を強調して人間が「私はキリスト。私が救い主だ」ということに惑わされる存在ではありません。
　それで、間違っている終末論の特徴がなにかと言うと人に不安をあおり、圧迫感を与えてあせりを覚えさせるようなことは間違っています。特に時を強調するものです。今までイエスさま以来、なにか歴史が繰り返されるかのように大変ないろいろな混乱などは起きていました。そのようなことがあるたびに世の中では「もう終わりではないのか」と映画もアルマゲドンのような映画を作ったり、地球滅亡の日がいつだとかいう言葉が飛び交うようになります。それにクリスチャンのあなたがたは惑わされてはいけません。それは終わりでもなんでもありません。正しい終末というものはそのようなものではないということです。ぜひ覚えていてください。ですから、終末を生きる知恵というものはまず惑わされないように気をつけることです。

　それから、もうひとつは９節を見ると戦争や暴動のことを聞いても怖がってはいけません。それは必ず起こることであって終わりではありません。だから、もうひとつの終末を生きるための教えがなにかというと怖がらないように、恐れないようにすることです。世の中は戦争が起きて、地震が起きて、また暴動が起きたりするとそれは終末の時代のひとつの症状、現象ではありませんが、それがまるで終わりを告げるかのようなものではないのに、世の中ではそのように騒いでいます。だから、怖がらないようにというのは世の中と一緒になってはいけないということです。世の中では何か大変なことがあったり、自然災害があったり、戦争が起きたりするともうそろそろ終わりではないのかとよく言います。それに一緒に乗っかっていてはいけない、それは終わりでも何でもありません。私たちを怖がらせるために「もうそろそろ終わりではないか」と言うのですが、それで恐れて怖がってふらふらするようにあるものではないということです。そして、終末の時代は当たり前なことに戦争、地震、飢饉、伝染病などが起きます。でも、それを見て終わりが来ているのではないかという感覚で怖がっていてはいけません。確かに終末の時代の現象ではありませんが、私たちをそのような意味で怖がらせるためにあるものではないということです。それは逆にあなたがたが生きる時代がイエスが来られることによって一幕終わり、新しい時代に変わって今、その終末の時代、そこに神様の大きなご計画がありますがその時代に生きているということを忘れないようにというサインです。逆に怖がるのではなく、気を引き締めて「そうだ。今私が生きる時代は違う時代だ。終末の時代だ。それならばどうすればよいか」という方向に持っていくためにいろいろなことがあるのに、それを見るたびに世の中の人と一緒に恐れて怖がって騒いでいます。だから、世の中と一緒にそれに乗っかっていくというのはどうでしょう。そのようにしないようにということです。これが終末を生きる知恵です。
　それから、もうひとつあります。１９節を見ると「あなたがたは、忍耐によって、自分のいのちを勝ち取ることができます」とあります。忍耐ということを言われています。終末のもうひとつの特徴がなにかと言うとクリスチャンの私たちに迫害があるということです。だから、迫害があるからと言って恐れて逃げたり信仰から離れたりしてはいけません。迫害は終末の時代の一つの特徴であり避けることができません。逆にそれがお証しの機会です。大きな迫害があってどんなことまであるかというと家族兄弟までもが私たちを裏切って、私たちを売って告げ口などをして、結局捕まえてその中には殺されるクリスチャンもいます。それほど迫害されるようになります。そして、すべての人から憎まれるようになります。クリスチャンは今もそのようなことがありますが、この終末の時代の中であるときはすべての宗教、政治が全部結託してキリスト教を迫害するときがあります。昔もあったしこれからもあります。しかし、そのようなことで恐れて「なぜ最後は来ないのか。これで終わりなのか」と惑わされないで、恐れて信仰を投げ出したりするような愚かなことをしないで、それこそが今終末の時代を生きるサインとしてきちんと受け止めないといけません。終末の時代は間違っている終末論を唱える者も現れるし、また暴動や戦争、地震などもたくさん起きているし、特にクリスチャンが迫害されるということがあるのが終末の時代です。そういうお話です。
　それから、今日は読んでいないのですが彼らの質問に対する答えです。２０節から２３節を見ると具体的にエルサレム、神殿が粉々になって全部滅びるという話が書いてあります。その日が来ると。エルサレムを周りから兵隊が取り囲んでいるときには「預言されていたエルサレムの終わりの日かな」とキャッチしいろいろやったりしないようにとおっしゃっています。つまり、それと続けて海においては波が泣く音を聞く、天においては権威が揺るがされるようなという象徴的な言葉をおっしゃっています。それがそのうちイエス様が再臨なさることによって本当に終末の終わりを告げるようになります。これがずっとつながっています。それはエルサレムが滅びるその日にイエス様が再臨なさるという意味ではありません。今ずっとイエス様がおっしゃっていて彼等の質問に対してエルサレムは必ず滅びる、それがなにかと言うと実は終末に向かって終末の時代がスタートするサインです。ひとつの時代がエルサレムを中心にして流れてきた時代に終止符を打って、新しい時代が始まるというサインです。それを見れば「ああ終末の時代なのだな」ということを皆わかるようにしなさいということです。だから、エルサレムが壊れて、エルサレムの神殿が粉々になるということはもちろんイエス様が来られることによって終末が始まりましたがサインです。「ほら。ひとつの時代が終わった。これから終末の時代が始まります。よーい、どん」のようなものです。だから、それを見ると「始まったのだな。終末に入ったのだな。ならばどうすればよいのか。その終末の時代はなんだろう」と終末の時代において全体的に海の波が叫んで泣くような声が聞こえるようになり、それが自然災害なのか、また天において天の権威がというのは太陽と月や星に異変が起きるかなどいろいろな解釈がありますがそれが終末の時代、全体においてどんどん起きていくようになります。それがずっと続いている中である日、イエス様が再臨なさいます。でも、その日は全世界のすべての人が同時にわかって見るように来られます。これが終末です。だから、サインです。これを説明しながら「今あなたがたは新しい時代、終末の時代に入って、その終末を生きている者です」とおっしゃいました。それがエルサレムが壊れるときにはっきりと分かるようになるでしょう。今からなのですがそのようなお話をして最後にこのようなことをまとめて、だから、クリスチャンのあなたがたは終末の時代を生きるためにこうしなさいとおっしゃいました。それが２８節です。「これらのことが起こり始めたなら、からだをまっすぐにし、頭を上に上げなさい。贖いが近づいたのです」とおっしゃっています。つまり、エルサレムが壊れることを見たなら終末が始まった、新しい時代が始まったのです。その時代を生きていくうちに終末のしるしのようなことがたくさん起こります。それを恐れないでしっかり見て考えなさい。「なるほど。終末の時代なのだね。ならばクリスチャンのあなたがたは頭を上げてからだをまっすぐにしなさい」と言われます。つまり、終末の時代を生きる姿勢、知恵というものは惑わされないで、世の中が騒いでいるようなことに一緒に乗っかることがないようにして、しっかりサインを見て今の時代がどのような時代なのか、最後終わるときには私たちの贖いの日なのだと、その希望の日をしっかりと握って、だからこそ頭を上げてからだをまっすぐにしなさいと言われました。それはどういう意味でしょうか。しっかり謹んで気をつけなさい。目を覚ましなさい。なるほど、新しい時代なのだね。新しい時代に合わせそれにふさわしいクリスチャンとしての生き方を求められるということです。「終末の時代を生きるクリスチャンの姿勢はなるほど、時代が違うのだ、今の時代はどんな時代なのだろう。新しい時代なのだね。この時代にふさわしい者ならないと」という意識を持つことです。その最後は贖いの日、だから、希望のエンディングということをしっかりと見据えて、それは永遠なる神の国が始まるときなので、そして、もうひとつはそのときは必ず絶対的に来るという確信を持たないといけません。それでイエス様がおっしゃいました。この言葉は一点ももれなくすべて成就すると。今日読んでいないところに書いてあります。つまり、終末的人生を生きるということはクリスチャンに求められることだし、今の時代を生きる人はそのように生きていかないといけません。これが勝利の秘密です。
　それはまず第１になにかと言うと頭を上げてからだをまっすぐにすることです。世の中と一緒になって世の中の流れに流されるのではなく、今の時代をきちんと見極めなさいということです。最後のクリスチャンとして希望のエンディングをしっかり見据えることです。今は終末だからです。その最後のハッピーエンディング、希望のエンディングに向かって進んで行く時代です。それを正しくわきまえて見極めなさい、見なさいということです。戦争が起きたり地震が起きたりするでしょう。今がその時代なのです。あなたがたのハッピーエンディング、その最後に向かって進んで行く時代です。迫害をされているのか。今が終末の時代なのだから、最後のハッピーエンディングに向かって進んでいる時代なのだからそれを見極めなさいということです。つまり、その時代は神様がイエス・キリストがこの世に来られるために一つの時代を築いて来られました。それが歴史です。あらゆることがありましたがキリストが来られない限りはユダヤ人にもアブラハムにも異邦人にもアフリカの人にもまったく救いはないし希望はありません。唯一、約束の主キリストが来られる以外には救いの道はありません。それで神様は一つの時代、アダム以外、イエス様が来られるときまで全人類の歴史をそのことのために動かしてきました。それがひとつの時代です。イエス・キリストが来られました。すべての救いの御業を成し遂げられました。それから、よみがえられます。そのときから神様は新しい時代を始めます。キリスト救い主がすべてを完成なさったのでこの救いの愛、救いのいのちの祝福をもって全世界のすべての人がこの救いに預かるように、つまり、世界の福音化、エルサレムから地の果てにまで「このイエスがキリストです。イエス様が救い主です。イエスだけが希望でだれでもこのイエスの名を呼ぶ者は救われます。死と罪の原理から解放され永遠の滅びの人生が終わり、その人は永遠のいのちの祝福に預かります。肌色がどうなのか、どんな過去を歩いてきたのかなど関係なく、このキリストの救いの福音が世界に、地の果てにまでそのことのために動かされる時代が始まります。これが終末です。いろいろな世の中が言っている終末、終わりだと心配し騒いでいる様々な現象を見たときは今の時代がアブラハムが生きていた時代とは違う、新しい時代、終末の時代なのだとキャッチしないといけません。今は世界の福音化のためにすべての歴史が、気候も自然の動きも人間も引っ越しも生まれることも死ぬこともすべてが世界福音化、地の果てにまでイエスのいのちの救いが宣べ伝えられることのために動かされている時代だということをしっかり覚えて思い出してください。もし忘れていたのであれば悔い改めてそれを握りなさい。これがクリスチャンの終末観です。日が昇るのも沈むのも、会社に行くのも退職するのも、病気になるのも健康になるのも、すべてがひとつの理由のためです。世界の福音化、イエスがキリストですというお証しがなされることのためにある時代です。だから、それに合わないと時代と合わないので絶対に成功はあり得ません。今までイエス様が来られるまでイスラエルの歴史を振り返ってよく考えてみてください。キリストが来られるという契約を忘れ、そこから離れると良いことはありませんでした。いつもやられっぱなしで侵略され、自然災害が起きて、また捕虜にされてしまったりします。それに合わないから、その時代はキリストが来られる一点に絞られるべき時代なのに時代と合わないのでだめになるしかありません。今の時代は世界の福音化です。だから、教会が大きいか小さいか、皆さんが今信じたばかりなのかどうか、お金があるかどうかなどは関係ありません。クリスチャンであれば全員、この世界福音化という時代を生きる者だし、そのことがわかる祝福のところに召されています。ただそれが分かっていないと、私とは関係ないかのように思って、日曜に教会に行ってあげるけれど他は全部世の中の人と一緒という人はものすごくかわいそうで時代の祝福を全部逃してしまいます。時代は神様が動かしていらっしゃいます。神様は歴史の主人です。それを私たちが勝手に一生懸命頑張るからといって神の歴史を変えることはできません。終末の時代、キリストが来られたのでその救いを完成されました。救いの祝福をもって全世界に出ていき、全世界の人がこの救いの祝福に預かるようにするために存在する時代です。クリスチャンにはそれだけしっかりと知ってもらうためにあらゆる現象があります。それに世の中の人が言っているように恐れたり、もう終わりではないかと惑わされてはいけません。あなたがたは頭を上げてからだをまっすぐにして「そうか。今までそのようなことを意識しない、私はお金さえあれば、一生懸命仕事さえすれば、また家事を一生懸命こなせばそれで良いと思っていたのに勘違いしていたのだね。この愚かな自分、なにをしているのだろう」としなさいと言うのが終末です。頭を上げなさい。からだをまっすぐにしなさい。皆頭が下がっています。世の中の人は皆頭が下がっています。道端にお金が落ちているかと思って頭が下がっています。皆さんは頭を上げなさい。違うのだから。お金のために生きるという人生を変えなさい。ただ自分の才能のために、極端に言いますと福祉のために生きるということを変えなさい。世界の福音化のためにある時代なのだから。これが終末です。クリスチャンの正しい終末論です。だから、あらゆるいろいろな現象にこの世が騒いだりすることは新しい契約を逃しているという裏返しかもしれません。その結果はどうなるのでしょうか。捨てられ、歩いている者に踏みにじられ、いつも額に靴のあとが残るような人生になってしまいます。クリスチャンが今、現場に行ってクリスチャンのパワーなどを味わって経験していらっしゃるのでしょうか。周りの未信者と一緒じゃないですか。泣くのも笑うのも同じ理由、ほっとするのも同じ理由ではないでしょうか。あるいは未信者よりもレベルの低い笑い、低い涙ではないでしょうか。頭を上げなさい。早く変えなさいということです。
　それから、この世界福音化は絶対的に成し遂げられます。一点一画も漏れることはありません。イエス様が再臨なさいます。世界福音化が成就したそれを起点にして再臨なさいます。他のなにかで惑わされないでください。つまり、終末を騒いでいるときは私たちは逆に「世界の福音化。伝道。よし、そのために生きるのだ」という意識を固めて、もしもそれが乏しくなっている人はそれをしっかりと回復すること、それが終末です。そのときに終末の時代を賢く勝利者として生きていくようになります。その中で終末的な人生、頭を上げてからだをまっすぐにすることですが、そこでまたサタンはいろいろと惑わします。それで終末を生きるためには３４節に書いてあるように「放蕩や深酒やこの世の煩いのために沈み込んでいるところにあってはいけない」つまり、慎んで気をつけなさいと言われています。本当に賢く生きていくように。そして、「その日がわなのように、突然あなたがたに臨むことのないように、よく気をつけていなさい」とあります。心が沈みこんでいると他の聖書を見ると心がものすごく鈍くなっていると表現しています。そのようにならないように気をつけなさいということです。つまり、先ほど申し上げました終末の時代、クリスチャンとしてのこの時代に対する感覚がほとんどなくて鈍いのです。そうすると、自然に世のものに引っ張られて酔いつぶれるようになります。溺れていくようになります。それを気をつけなさいということです。世の中は終末の時代、「どうでもいいよ」となるか、あるいはものすごく心配の中で生きるかのどちらかです。あなたがたはどちらにも加担してはいけません。なぜでしょうか。世界福音化というこの時代の目的、神様のご計画のために生きる者なのだから、そのためにそういうことに私たちがマイナスになってはいけないということです。これはお酒を飲んではいけないとか、律法的にお酒を飲むのが悪いとかいう幼稚な話ではありません。別に酒を飲むのは悪いことではありません。ただなぜ酒を飲むのか、なぜ酒に酔っぱらうのかがもしかしてクリスチャンとしての喜びをまったく知らないで、今クリスチャンとしてこの時代を生きる契約などまったく握っていないがゆえにそこに溺れてそうなっているのであれば、それはものすごい大きな問題なのです。でも、酒を飲む人でも契約をしっかり握ってそれに目覚めている者であれば飲んでも別にかまわないでしょう。こうならないようにというのは私たちの本来の理由があるのに、それを投げ出し知らないでこの世に酔いしれているという意味です。それも酒だけではありません。他のすべてそうなるでしょう。やるやらないの問題ではありません。一番大事な約束を握っているのか、あるいはそこから離れているのか。離れているがゆえに自分の才能があまりにも好きでそこにのめり込んでいるのであれば、どんなにその才能に富んでいる者であっても約束から離れているからそれはお酒に酔っているのと同じことです。そうならないように。つまり、このようにならないで気をつけなさいというのは本当にクリスチャンとしての新しい契約、イエスがキリストであるこの福音がなければ世の中には希望がないということをしっかり見ていて絶対に一日一瞬でも忘れないようにしなさいという意味です。そうでないと再臨が来たときにクリスチャンとしての喜びでなく、突然来たかのようになってしまいます。

それで最後にこう勧めています。終末を生きているあなたがたは、結局、最後に人の子の前に立つことができるように、いつも油断せずに祈っていなさいと言っています。これはしっかり祈っていないとイエス様の前に立てないという救いに関するお話ではありません。クリスチャンであればイエス・キリストの再臨のときは堂々と終末をしっかり生きてきました。その最後の希望を握っているクリスチャンとして立つべきではないのか。まったく未信者と同じような人生を送っていて、突然イエス様が来られて「ええ。来たのですか」ということになってはいけないでしょう。そういう意味です。だから、結論を申し上げますと終末はとても大切です。皆さんには少し説明が足りないかもしれません。まずは間違っているいろいろなお話があるので惑わされないように、恐れないように、そしてしっかりサインを見なさい。それで今の時代は神様の新しい時代、世界福音化のための時代、つまり、あなたがたが主役であり教会が主人公である時代なのです。昔はイスラエルに限られていたのが全世界のすべてのところにこのキリストの救いの光が照らされるようなそのために神様が新しい時代を始めたのです。そういう時代だという意識をあらゆる終末の現象を見ながらしっかり持つようにしましょう。そのような意識をしっかりもって高めなさいということです。新しい時代、世界福音化の時代、伝道の時代。皆さんがやるかやらないか関係なく、全世界に福音は宣べ伝えられます。ただそれに一緒に乗っかって祝福の主人公として生きるか、あるいは捨てられて踏みにじられるかというのは皆さん次第です。今は皆さんが信じても信じなくても終末の時代です。世界福音化のために神様が新しく時代を開いて始められた時代を進めていらっしゃいます。だれがなんと言おうが皆さんが仕事をするのも、この日本に生まれたのも、日本に引っ越してきたのも、もしかして皆さんに大変なことがあるのも、うれしいことがあるのも単に端的なことではありません。世界福音化のために進んでいる時代の中のお話です。それと絡んでいないとなれば、それはすべて間違うようになります。だから、そのような時代であり、そのような時代を生きているということをサインとしてキャッチしてそれをしっかり覚えなさい。そうならば頭を上げてからだをまっすぐにして、その世界福音化の約束を握ってそれに邪魔になるようなことを断ち切りなさいというお話です。このメッセージに基づいて私たちは自分自身にこのように問いかける必要があります。本当にイエス様は自分の人生の答えでしょうか。今の時代はイエス様が本当に人生の答えになって、それから、新しくスタートする時代です。
ですから、自分自身に今の終末の時代を賢く生きるためにまず第１に質問しないといけないのは、今の時代をきちんと見極めるようになるための必修は何かというと、イエス様がキリストであって自分の人生の答えなのか。「もうイエス様によって自分の人生はすべて終わった。私は幸いで私は永遠のいのちを持つ神の子どもであり、もういらない。私はもう天国のものだ」という確かな答えが出ているでしょうか。そこを自分自身に問いかけてみてください。そうでないと終末の時代をしっかり生きることができません。その答えが出ている者は心、胸の中に神様からの新しい契約、聖霊が臨まれるとエルサレムから地の果てにまでイエスの証人になるとあるように、私をこれから証人として用いられるという新しい契約、特に地の果てにまで、これを胸にしっかりと握っていてください。これが終末を生きる知恵です。そうでないと終末と今の時代と皆さんの人生とは合いません。なぜ家族のために一生懸命頑張って仕事をしているのでしょうか。この週末の意識を持たないでやると虚しいものになってしまいます。だから、なにかをどうする前に新しい契約を握ってください。世界福音化、私はそのために生きると。イエスのお証し、そのために生きる者だと。それが人生を生きる理由ですと握ってください。そのために神様は私たちに聖霊充満の力を与えられると約束されました。その祈りの中に入ってください。正しい祈りの中に。この契約が私をとおして成就していくようにという祈りに入ってください。これが終末を生きる知恵です。
それから、最後ですがその契約を握って終末の時代を生きる者なので他のなにかに惑わされないで、今私たちに与えられているもの、それを正しく管理するようにしましょう。その与えられているものはまずどのように思うべきなのかというと、それが仕事であれ才能であれ健康であれ家族であれいろいろあります。それが永遠に続くものではありません。それをまずはっきりさせましょう。それにいのちを懸けて、それによって人生が左右されるようなものは世の中に存在しません。全部無くなるものです。それが終末という意味です。すべて終末、終わりがあるものです。それをメインにしてはいけません。極端に言いますと「今与えられているものがどうなっても構いません」という告白を持っていないといけません。と同時に、しかし、今与えられている理由は契約のために、世界福音化、福音宣教のための道具として与えられているのでそういう意味では祝福です。だから、今与えられているものをきちんと感謝を持って受け入れ、すべて新しい契約、終末の意味とつないで考えてください。それならば大事なものでしょう。才能も、会社も、事業も、健康も、家族も、お金も新しい契約のための道具です。そういう意味では祝福です。でも、その前に永遠なるものではありません。永遠なるものは救い、キリストしかありません。そのようにバランスを自分の中でよく整理して自由になり感謝を持って受け入れ、今の現実も受け入れ、与えられているもの、特に今日に最善を尽くす姿勢を持ちましょう。それが道具として聖なるものであり祝福なのでそういうことです。前にもお話したように自分なりにプランを先に立ててください。「神様。この会社を祝福してください。理由は契約のためにです。この会社が祝福されることによって世界福音化、教会、伝道に役立つ者になりたいです。そしてこの会社の祝福によって、この会社が用いられることによってレムナントが育てられ福音宣教の役に立つ者になりたいです。その理由がなければどうでもよいのですが、そのために神様、そうなるようにしてくださり、そのために祝福してください」という祈りをしてください。皆さんの才能も同じです。すべて持っているものに対してそのような祈りを始めていただきたいと思います。そのためには具体的なプランを先に持っていた方がよいと思います。今、会社からギリギリ２０万くらいの給料しかもらえない者であっても希望をもって、別に自分の欲望のためではないので、それが本当に道具であれば「神様。会社を祝福してくださるのであればこのようにレムナントを助けます。教会にこのように献身します。宣教師のためにこのように献身します」など世界福音化のためにやることはいっぱいあります。良く考えて先にプランを立ててください。祝福されればこうします。私に与えられているものがそのように使われることを望みますと。レムナントは小さいときから自分の人生をもってそのようなプランを立てること、これがクリスチャンです。そうでないと人生がいつもちぐはぐします。難しいことでも何でもありません。イスラエルは契約を一個も一時も理解できないまま、やられっぱなしの歴史でした。今のクリスチャンも同じです。伝道と世界福音化の契約を握っていないと、すべてそれに結び付けることがなければクリスチャンでありながらもやられっぱなしの悲しい現実を迎えるようになります。神様の愛のむちでしょう。そうならないようにしましょう。今の皆さんが否定しても終末の時代を生きているのです。終末はだれがなんと言おうが世界福音化のために神様が開いてくださった時代です。だから、それに合わないと時代と合いません。祝福される理由もありません。ですから、その契約を握って「私はこれから世界福音化、伝道のために生きていきます」とならないと合いません。これは脅かしではありません。合いません。その結論を出してそれからプランを立ててください。今小さなことでも関係ありません。「この分野でこれをとおして世界福音化に用いられるように捧げられるようにそのために祝福してください」と祈ってください。前もってそのようなプランがないと実際に祝福されたときにほとんどやりません。それから、プランを立てること自体がもう今与えられているものを祝福として受け止めることです。全部聖なるものに化けます。そのようにして今与えられているもの、今日を感謝を持って受け入れて終末の意識をもって最善を尽くしていきましょう。また様々なことに対してはサインとして受け止めて揺れずに忍耐を尽くすというような勝利者になっていただきたいと思います。終末的人生を歩いていただきたいと思います。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。時代が暗くなり、様々なトラブルや問題が起きるたびに終末論を取り上げて世の中が騒いで、またクリスチャンの方々を惑わすことが多くあります。その中で今日聖書をとおしてクリスチャンが正しく理解すべき終末の理解を教えてくださりありがとうございます。どうか終末の様々な現象を見るたびに世界の福音化の約束をしっかりと固めることができ、頭を上げてからだをまっすぐにして祈ることができるように。そして、与えられているすべてを世界の福音化の道具として聖なるものに変えていくことができるようにひとりひとりを祝福してください。そのために今の私たちの才能、やっていること、事業、会社すべてにこの契約の祝福が豊かに与えられるようにお祈りします。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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